
「つばきの実」って 
どんなところ？ 

母体となる社会福祉法人カメリア大村椿の森

学園は、「福祉・教育を通して地域社会の発展に

貢献する」という法人理念のもと、２００３年に

開設された児童心理治療施設です。 

入所部門と通所部門で子どもたちの心理

治療を行っています。 

より早期に・より予防的に、子どもと大人の

関係調整を支援する部門として、子どもと

親の心理支援センター「つばきの実」を立ち

上げました。 

長崎県内の、子育てに悩む親と、生活の中

での問題行動や悩みを抱える子どもへの

心理支援を行うことを目的としています。 

つばきの実では、ご家庭はもちろん、子育て

家庭を支援する、保育園や市町の子育て支援

機関との協働や、児童福祉施設へのコンサル

テーション、子どもに関わる専門職への研修も

行っています。 

対象 

◆ 長崎県内の子ども（主に未就学児）

と養育者 

◆ 子育て家庭を支援する機関 

費用は無料 
※「つばきの実」は、国の「高機能化・多機能化

モデル事業」として採択された長崎県の委託

事業です。 

連絡先 

TEL：0957-46-6320 

FAX：0957-46-6350 

✉tsubakinomi00@camelliaswc.or.jp 
〇受付時間 

月～金（祝日除く）9：3０～1６：0０ 

 

＊対応中で電話に出られない場合もございます。

留守番電話か FAX、メールを送信いただければ、

折り返しご連絡差し上げます。 

 

アクセス 

〒856-0023  

長崎県大村市上諏訪町 1600-1 
お車でお越しの方   大村 ICより約５分・駐車スペース有 

JRでお越しの方    大村駅よりタクシーで約 10分 

バスでお越しの方    大村バスターミナル～黒木・三彩の里 

「諏訪の本」より徒歩で約 20分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人カメリア 

児童心理治療施設 大村椿の森学園 

 

子どもと親の心理支援センター 

つばきの実 
 

 

 
 

葉に包まれながらひっそりと実る「つばきの実」 

緑色の実もあれば、茶色っぽい実もあります。 

つやつやしていて、まんまるで、 

とっても可愛らしいです。 

固い実の中で大切な種を育てていきます。 

 
 

  



 

利用の流れ 

  
＊ ②で、事業対象と判断されなかった場合は、 

市町より保護者へ連絡を差し上げます。 

＊ ③で、初回の心理相談日の日時調整を行います。 

＊ ⑤は原則最長 6か月となります。 
＊ ⑥では心理支援の経過を振り返り、今後のご家族

に必要な支援について話し合います。 

＊ ⑦では市町への心理支援結果を引き継ぎ、今後

の支援等についても相談していきます 

①市町への相談・申込票記入

②市町から「つばきの実」へ連絡

③「つばきの実」から保護者へ連絡

④初回の心理相談

⑤心理支援開始

⑥心理支援終了

⑦市町との経過共有

癇癪をおこす 

言うことを聞かない 

切り替えが苦手 

落ち着きがない 

乱暴・暴言 

めそめそ泣く 

自尊心が低い 

不安が強い・・ 

 

育児に自信がない 

つい叩いてしまう 

怒鳴ってしまう 

接し方がわからない 

子どもの発達が心配 

初診までどうしたら・・ 

子どもに関心がもてない 

子どもが怖い・・ 

 

子育て中のご家族を支援する機関・施設の皆様へ 

 

専門のスタッフが、ご家族と相談しながらご家族にあったプログラムを一緒に考えます。 

例）親子相互交流療法（PCIT）、ペアレンティングプログラム（CARE）、その他の心理療法等 

ご家庭の中で、こんなこと、困っていませんか？ 

つばきの実では、ご家族を支援する機関の皆様とも、協働やコンサルテーション等を行っています。 

直接つばきの実へお問い合わせください。 

例）地域での養育者向けワークショップの開催、子どもに関わる専門家向け研修、コンサルテーション、 

事例検討会講師派遣、保育施設や小学校での教員と子どもの相互交流トレーニング等 

ご相談をお聴きするだけでなく実践的に練習をして良い対応を身につけるプログラムです。 


